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語り合う
国語科授業づくり



子供が語り合う国語教室

語り合う
場がある

語りたいという思いを
子供から引き出す

語りやすい
環境を作る

語りたいという
思いを子供が
もっている

子供たちが能動的に自分の考えを語っている
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自他の考えを見える化する

教具や活動を工夫する



子供が語り合う国語教室
子供たちが能動的に自分の考えを語っている

語りたいという思いを
子供から引き出す

語りやすい
環境を作る



低学年の実践例



語りたいという思いを子供から引き出す

第1学年
「う～んと、こうしよう！みんなで読もう！

紙芝居 ～『おおきなかぶ』～」



考えたい問い 必要感

語りたいという思いを子供から引き出す

友達と紙芝居をする
ために、めくる場所
を一つに決めないと
いけない。

第1学年
「う～んと、こうしよう！みんなで読もう！

紙芝居 ～『おおきなかぶ』～」





語りやすい環境を作る

第1学年
「う～んと、こうしよう！みんなで読もう！

紙芝居 ～『おおきなかぶ』～」

紙芝居をどこでめく
るかペアで印をつけ
ることで、自然と話し
合うことができる。

教具の工夫





語りたいという思いを子供から引き出す

第２学年
「１年生も１人でできるもん

マイおもちゃの作り方の説明書を書こう」



考えたい問い 必要感

語りたいという思いを子供から引き出す

第２学年
「１年生も１人でできるもん

マイおもちゃの作り方の説明書を書こう」

目の前で実際に自分が
書いたものが、伝わる
か視覚的に分かる。



・手順の確認

・どんな意見について
聞き合えばよいか
共通理解

目的・手順の共有

語りやすい環境を作る

第２学年
「１年生も１人でできるもん

マイおもちゃの作り方の説明書を書こう」





中学年の実践例



語りたいという思いを子供から引き出す

第3学年
「保護色を使った生き物たちの知恵を
クイズで紹介しよう～『自然のかくし絵』」



必要感

語りたいという思いを子供から引き出す

段落の中のどの部
分が答えになるか
見付ける。

第3学年
「保護色を使った生き物たちの知恵を
クイズで紹介しよう～『自然のかくし絵』」

考えたい問い



・自分の考えを透明の
シートに表す。

・シートを重ねることで
考えの異同が見える。

第3学年
「保護色を使った生き物たちの知恵を
クイズで紹介しよう～『自然のかくし絵』」

語りやすい環境を作る

教具の工夫





高学年の実践例



第６学年
「物語から感じたメッセージを語り合おう

～『海のいのち』～

・「物語から感じる
メッセージ」について
共通理解

・馴染みのある物語で
モデリング

考えたい問い

語りたいという思いを子供から引き出す





第６学年
「物語から感じたメッセージを語り合おう

～『海のいのち』～

・座談会の手順の確認

・どんな意見について
聞き合えばよいか
共通理解

目的・手順の共有

語りやすい環境を作る



第６学年
「物語から感じたメッセージを語り合おう

～『海のいのち』～

・各自のメッセージを
一覧

・考えの根拠（基にした
叙述）も一覧

・それぞれの考えを
色分けして提示

自他の考えの見える化

語りやすい環境を作る





子供が語り合う国語教室
子供たちが能動的に自分の考えを語っている

語りたいという思いを
子供から引き出す

語りやすい
環境を作る

語り合うよさを感じている



語り合うよさを感じている

考えの深まりの実感

自分が捉えたメッセージ
が、語り合いを通してど
のように変容したのかを
捉えやすくする

能動的に語り合う子供へ

友達の力を借り、お互
いの説明書に必要なこ
とを語り合うことで、説
明書がよくなったこと
を言語化して伝える

価値付け



国語科＆社会科研究授業
自主公開のご案内

こちらから
申し込みできます♪
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次回の附坂小わくわくワークショップのご案内



Instagramのご案内

Please Follow Us！



アンケートのお願い

こちらから読み取る
ことができます



ご清聴
ありがとうございました


